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(57)【要約】

【課題】ＰＴＰにより時刻同期を行うネットワークにお

いて、マスター機器とスレーブ機器との間の時刻同期の

誤差を任意に生成する。

【解決手段】時刻同期誤差生成装置２－１の設定部１０

は、任意の滞留時間ｄ１，ｄ２，ｄ３，ｄ４及び時刻同

期誤差Δｔを設定する。パケット識別部１２は、マスタ

ー側から受信したSyncのＰＴＰパケットを識別し、遅延

部１３は時間（ｄ１－（ｄＡ＋ｄＢ））だけ遅延させる

。滞留時間追記部１５は、そのＰＴＰパケットの補正領

域に滞留時間Ｄ１（＝ｄ１＋Δｔ）を追記する。パケッ

ト識別部１７は、スレーブ側から受信したDelay Reques

tのＰＴＰパケットを識別し、遅延部１８は時間（ｄ２

－（ｄＣ＋ｄＤ））だけ遅延させる。滞留時間追記部２

０は、そのＰＴＰパケットの補正領域に滞留時間Ｄ２（

＝ｄ２－Δｔ）を追記する。
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